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① アデニロサクシネートシンテターゼ (AdSS) をラットの骨格筋から抽出し，熱処理，塩析，
イオン交換及びゲルクロマトグラフィーによって 100 倍精製し ダイヤ型の結品化に成功した。この






び心筋の AdSS の等電点は 8.8，肝臓及び癌細胞のそれは 6.0の二つのアイソザイムの存在を明ら
かにした。 ④ アデニロサクシナーゼ (AdSase) は非常に不安定な酵素であるが，熱処理やグリ
セロール等の添加で精製を可能にした。 ⑤ 各組織の AdSaseの等電点はほぼ中|生であり， しばし
ば酸性側にマイナーピークがみられた。いずれも Km値は他種のそれより 100倍程大きかった。




AdSSが抽出された。残査中のアクチンに結合していたのである。そのモル比は塩のない条件で 1 : 
(AdSS :アクチン)に結合することが分った。肝臓の AdSS は結合しなかった。 ⑧ AdSS の
アミノ酵組成はアクチンのそれと似ていた。特に Lys ， His , Arg, Asp , Glu , Pro , Ala , Il e含量は

























明した。上述の実験事実と， Suelter，白木らによって証明された AMP deaminase とミオシンとの
結合とを考え合せると，収縮蛋白上でプリンヌクレオチドサイクルが作用する可能性が強く，今後の
解糖と筋収縮の関係を解明する一つの手がかりを与えるものと評価される。
また，従来，取扱いが困難とされてきたアデニロスクシナーゼの部分精製にも成功し，この酵素の
-14-
臓器相関とともに興味ある事実を示した。
以上のように，小川君の研究成果は，骨格筋でのアンモニア代謝が，筋収縮蛋白と解糖とが密接に
結びついてなされることを酵素レベルで解明した。よって，本論文は理学博士の学位論文として十分
価値あるものと認める。
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